
記入日：　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　

担 当 者 ： 責 任 者 ：

社内管理番号：

No. 自由記載欄

手順１ー１：原材料情報の収集（必須）

１　調達する原木の樹種に関する情報

□ 樹種の把握ができています　又は　把握する見込みがあります

２　調達する原木の伐採地に関する情報

□ 国産材であると把握ができています　又は　把握する見込みがあります

□ 都道府県を把握しています □ 市町村を把握しています

３ 調達する原木の証明書に関する情報

【行政手続書類】

□ 伐採造林届出書（適合通知書及び確認通知書を含む）

□ 森林経営計画認定書 □ 林地開発許可証

□ 保安林内立木伐採許可決定通知書等 □ 国有林野事業に関する契約書等

【第三者認定に関する書類】

□ 森林認証（FSCやSGEC等）による証明書 □ 地域材証明制度に基づく証明書

□ 林野庁合法性ガイドラインの認定事業者からの合法性証明書

手順１ー２：リスク情報の収集

１ 調達先（素材生産販売事業者）に関する情報

□ 「合法的に伐採された原木を供給する」旨の契約等を結んでいます

□  当該調達先と原木の合法性に関し、これまで問題になったことはありません

□

□  調達先は、原木の合法性に関する行動規範や取組等について公表しています

□

□ 工事の元請け等が発行した、法令に適合して伐採したことの証明書（工事契約書等）

□

□

□

手順２：合法性確認

□ 収集した書類等は、申請書、発行者、期限、発行日等が適切で真正なものです

□ 原材料情報について、見込みどおりの物品が搬入されたことを確認しました

□ リスク情報から、リスクが十分に小さいことを確認しました

上記の確認により、違法伐採リスクは無視できるレベルと評価し、合法性確認であるかどうかを判断

□ 違法伐採リスクは無視できるレベルと確認し、合法性確認木材であると判断しました

□ 違法伐採リスクは無視できないレベルと確認し、合法性確認木材でないと判断しました

国産原木の合法性の確認のためのチェックリスト

取引内容：

取引相手：

確認内容

樹木の所有者等が発行した法令に適合した伐採であることの自主証明
（除伐、線下伐採、２条森林など）

２　その他の証明書

その他（自由記載欄に具体的に記載）

３　その他の確認項目（任意で設定）

 調達先は森林認証、林野庁の合法ガイドラインの合法木材供給事業者認定等を
 受けている事業者です


